




まえがき

2014（平成 26）年度からスタートした文部科学省の事業『課題解決型高度医療人材養成プログラム』に採

択されたプログラム『北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン』（認プロ）は、“認知症の真のプロフェッ

ショナル”（認プロ）の育成を目標とし、北陸医科系 4大学（金沢大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学）

の拠点ネットワークを中核に関連医療機関等が連携して取り組んできました。2018（平成 30）年度で文部科

学省による支援は終了し、2019（令和元）年度からは 4 大学の自己資金に基づく事業となり、この 2020（令

和 2）年度も認プロを継続することができました。お力添えをいただきました関係各位に心より感謝いたしま

す。 

この 2020（令和 2）年度は新型コロナウイルス感染症（COCID-19）に翻弄された１年でした。2020 年、中

国湖北省武漢市で最初に感染が拡大した COVID-19 が世界的大流行になりました。3 月 11 日、WHO は

パンデミックを宣言しました。認プロでは、2019 年度まで、毎月のデメンシアカンファレンスを参加施

設の会場を結ぶテレビ会議システムで開催し、それをウェブ配信していましたが、各施設で会場に集合

することが困難になったため、2020 年 4 月は開催を見合わせ、５月以降はウェブ上でデメンシアカン

ファレンスあるいはデメンシアセミナーを開催いたしました。その結果、認プロは、ウェブ上での e-
learning 講義に加え、カンファレンスやセミナーも完全にウェブ上で行われることになりました。また、

各種委員会もウェブ会議システムを利用したオンライン開催で実施しております。このように、認プロ

はまさにウィズ・コロナの時代にも適合した認知症プロフェッショナルの育成プログラムとなっており

ます。おかげさまで、北陸のみならず全国から約 2,300 名の方が、コース履修者（医師、歯科医師）あ

るいはメディカルスタッフ e-learning講座受講者（看護、介護、リハビリ関係、薬剤師、研究者など）とし

て登録されております。認プロにご参加くださっている方々、認プロ事業の運営に携わる各種委員会の先生

方、外部から認プロをご指導くださるアドバイザリーボードや運営協議会の方々、各施設の事務担当者の方々

に心より感謝申し上げます。 

さて、2019（令和元）年の通常国会に提出された『認知症基本法案』はコロナ禍の影響と思いますが継続審

議になっております。いずれ基本法は策定され、認知症に関わる医学、医療、福祉、街づくりなどの多様な領

域で施策や研究が急速に推進されていくことになると思います。その際、すべての要になるのは、認知症に

関わる諸領域の未来を担う人材の育成です。今後、認プロのような人材育成プログラムの必要性・重要性は

ますます高まるものと考えられ、認プロ教育拠点の全国展開、認プロコースの医師以外の職種への拡大、認

知症予防へ向けた展開など、さらなる発展をめざしてまいります。 

 私は 2021年 3月末に金沢大学を定年で退職いたしますので、認プロのプロジェクトリーダーを同時に退任

することになります。2014 年以来 7 年間に渡り、プロジェクトリーダーとして認プロで多くのことを学ばせ

ていただきました。この場をお借りいたしまして、皆様のご指導、ご支援に厚く御礼申し上げます。今後はア

ドバイザーの立場で認プロを支援していきたいと存じます。 

今後ともよろしく認プロをご指導、ご支援くださいますようお願い申し上げます。 

2021（令和 3）年 3月 

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ） 

プロジェクトリーダー 山田 正仁  

［金沢大学大学院医薬保健学総合研究科 脳老化・神経病態学（脳神経内科学）教授］ 
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Ⅰ．事業説明 

１．北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン(認プロ)の事業概要と経過 
平成２６（２０１４）年５月２日に文部科学省の新規事業「課題解決型高度医療人材養成プログ

ラム」の公募があった。このプログラムは、高度な教育力・技術力を有する大学が核となって教育

プログラムを実践・展開することにより、わが国が抱える医療現場の課題に対して科学的根拠に基

づいた医療が提供できる高度医療専門人材を育成し、課題を解決し健康立国・健康長寿社会を実現

しようとするものである。私達は、わが国の高齢化に伴う認知症の人の急増、認知症医療に携わる

高度専門人材の不足の問題を解決し、最先端の知識・診療技能、地域において認知症の人や家族に

対して幅広い支援ができる多職種連携力、未来の認知症医療・予防を創造する研究力を備えた真の

認知症プロフェッショナル医師を養成するために、「医師・歯科医師を対象とする人材養成」の取組

の中の「特に高度な知識・技能が必要とされる分野の医師養成：難治性疾患診断・治療領域」にお

いて、北陸医科系４大学の拠点ネットワークを構築して認知症に焦点を当てたプログラム「北陸認

知症プロフェッショナル医養成プラン(認プロ)」を作成し(図１.認プロ概要図)、同年６月２日に文

部科学省へ申請書を提出した。７月２８日に「課題解決型高度医療人材養成プログラム」に採択さ

れ、９月１０日付けで北陸医科系４大学により「文部科学省・課題解決型高度医療人材養成プログ

ラム 北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン事業共同実施協定」を締結し、事業体制を構築、

運営を開始した。 

その後、平成３１（２０１９）年３月３１日をもって５年間に渡る文部科学省の補助金事業は終

了したが、同年４月１日付けで、北陸医科系４大学により新たに「北陸認知症プロフェッショナル

医養成プラン事業共同実施協定」を締結、各大学の自己資金に基づく事業として継続し、現在に至

っている。 

 図１. 認プロ概要図
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２．認プロの事業体制 
認プロの運営組織は「北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン運営組織に関する申合

せ」(【資料１】１８～２０ページ)に則り組織した。認プロ運営組織図(図２)に示す。

●事業推進委員会は認プロ事業の運営のための組織であり、認プロを構成する大学の主要メンバー

である委員１１名よりなる(【資料２】２１ページ)。

●教務委員会は教育コース等を実施するための組織であり、構成大学や連携医療機関の委員２９

名よりなる(【資料３】２２ページ)。

●運営協議会は認プロ事業の実施にあたり関係団体からの意見を求めるためのものであり、北陸

各県の行政、医師会、関連地域医療機関などからの委員２４名よりなる(【資料４】２３ペー

ジ)。

●アドバイザリーボードは認プロの外部評価のための組織であり、認知症の専門家の立場、地域

医療連携の立場、国民一般の立場等を代表する外部委員４名よりなる(１１ページ)。

図２. 北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン(認プロ)運営組織図 
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表１. 各教育コース募集人員および履修者・修了者数(令和 3.3. 1現在)

６名／年に対し６名が新規に履修を開始しており、令和２年９月には本科コース１名及びイン

テンシブコース２名が修了した。(表１）。令和３年３月１日現在、コース別の履修者数は、【本

科コース】１９名、【インテンシブコース】５２名、【スペシャルコース】５名、【スーパーコー

ス】２名である。

 

※金沢医科大学の本科コースに２名、インテンシブコースに４名、福井大学のインテンシブコースに１名辞

退あり。 

大学名 教育コース名
修業

年限

募集人員

／年

履修開始者数（名）

修了者数

（累計）
Ｈ27 

年度

Ｈ28 

年度

Ｈ29 

年度

Ｈ30 

年度

Ｒ元

年度

Ｒ２

年度

金沢大学

認知症チーム医療リーダー養成

コース(本科コース)
４年

３名

(令和元年度) 

２名

(令和２年度)

５ １ ２ ０ ０ ２ ０名

地域認知症専門医師研修コース

(インテンシブ)
１年

３名

(令和元年度) 

２名

(令和２年度)

１ １６ １０ ７ ２ ３ １０名

認知症・神経難病の臨床神経病理

研修コース(スペシャル) 
１年

２名

(令和元年度) 

１名

(令和２年度)

０ １ ２ ０ ０ ０ ０名

地域フィールド認知症早期発見・

予防・ケア研修コース(スペシャ

ル)

１年

２名

(令和元年度) 

１名

(令和２年度)

０ １ ０ ０ １ ０ ０名

認知症スーパープロフェッショナ

ル養成のための卒前・卒後一貫

教育コース(スーパーコース) 

８年 １名 １ ０ １ ０ ０ ０ ０名

富山大学

認知症チーム医療リーダー養成

コース(本科コース)
４年 １名 １ ０ ２ ０ ０ ０ １名

地域認知症専門医師研修コース

(インテンシブ)
１年 ２名 ２ ５ ２ ０ １ ０ ３名

福井大学

認知症チーム医療リーダー養成

コース(本科コース)
４年 １名 １ ２ ２ ０ ０ １ １名

地域認知症専門医師研修コース

(インテンシブ)
１年 ２名 ２ １２ ３ ２ ０ ０ ５名

金沢医科

大学

認知症チーム医療リーダー養成

コース(本科コース)
４年

３名

(令和元年度) 

１名

(令和２年度)

３ １ ０ ０ ０ ０ ０名

地域認知症専門医師研修コース

(インテンシブ)
１年

３名

(令和元年度) 

２名

(令和２年度)

５ １ ０ １ ０ ０ ０名

合計

２３名
(令和元年度) 

１６名
(令和２年度)

２１ ４０ ２４ １０ ４ ６ ２０名
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１ 認知症のケアとリハビリの基本・原則 木戸 幹雄 富山大学附属病院 神経精神科

２ 認知症ケアの実践 島崎 正夫 医療法人社団和敬会 谷野呉山病院

３ 認知症リハビリの実践 横川 正美 金沢大学保健学系理学療法科学

４ 社会環境・資源 1（認知症に関わる制度・政策） 北村 立 石川県立 高松病院

５ 社会環境・資源 2（生活支援と地域連携） 北村 立 石川県立 高松病院

６ 認知症の人への配慮、法・倫理 北村 立 石川県立 高松病院

６
認
知
症
各
論

Ⅰ

１ アルツハイマー病 山田 正仁 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

２ レビー小体型認知症 吉田 光宏 独立行政法人国立病院機構 北陸病院

３ 前頭側頭葉変性症 鈴木 道雄 富山大学大学院 医学薬学研究部神経精神医学講座

４ 進行性核上性麻痺／大脳皮質基底核変性症 坂井 健二 金沢大学附属病院 脳神経内科

５ 嗜銀顆粒性認知症／神経線維変化型老年期認知症 山田 正仁 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

７
認
知
症
各
論
Ⅱ

１ 血管性認知症 高嶋 修太郎 JCHO 高岡ふしき病院 

２ 正常圧水頭症，慢性硬膜下血腫，頭部外傷 富岳 亮 金沢医科大学 氷見市民病院 脳神経内科

３ 代謝性疾患，炎症性疾患，その他 林 浩嗣 新田塚学園福井医療短期大学 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

４ プリオン病 濵口 毅 金沢大学附属病院 脳神経内科

５ 認知症と鑑別すべき精神疾患 高橋 努 富山大学大学院 医学薬学研究部神経精神医学講座

６ 若年性認知症 濱野 忠則 福井大学医学部 病態制御医学内科学（2） 

d. 認知症診療実践ハンドブック（第２版）の出版

認プロ e-learning 講義担当教員が主に執筆した、e-learning のテキストに該当する「認知症

診療実践ハンドブック」の第１版（平成２９年１１月出版）（【資料１０】４２ページ）を改訂

し、第２版を今年度中に出版する予定である。テキスト内容の改訂に加え、平成３０年度のア

ドバイザリーボード評価表をもとに、「認知症の嚥下障害と嚥下リハビリテーション」の記事な

ど、複数項目を追加する予定である。

e. デメンシアカンファレンス及びデメンシアセミナーの開催

平成２６年度末に策定し、平成３０年３月１４日の「平成２９年度第３回教務委員会」で改

定を行った「デメンシアカンファレンス(ＤＣ)の運営手順」(【資料１１】４３・４４ページ)

に基づき、１０施設(金沢大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、国立病院機構医王病院、

石川県立高松病院、国立病院機構北陸病院、医療法人社団和敬会谷野呉山病院、医療法人社団

弘仁会魚津緑ヶ丘病院、福井県立すこやかシルバー病院)をテレビ会議システム及び Web 会議

システムで結び、デメンシアカンファレンスを毎月１回開催している。デメンシアカンファ

レンスは、認知症プロフェッショナル科目の１コマ分に充当する(表４)。

平成２９年度から、テレビ会議システムの他に Web 会議システムによる配信をスタートし

た。これにより、テレビ会議システムを設置する１０施設での参加が難しい遠方の教育コース

履修者も、全国どこからでも参加が可能となり、参加者が増加するとともに、単位の取得が促

進され、修了者の増加が見込まれた。 

令和２年春から新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行拡大がみられるようになった。

そのため、令和２年４月２１日に開催予定であった第６１回デメンシアカンファレンスは、

COVID-19 流行の拡大を踏まえ、開催者である金沢医科大学の意向により中止となった。令和２
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北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ） 
令和２年度 第１回運営協議会議事概要 

日  時：令和３年２月１日（月）１８：００～１８：４０ 

開催方法：個人の PC で Web 会議システム（WebEX）を使用

＜運営協議会委員＞ 

【出席】：山崎 光悦（金沢大学長、認プロ 事業推進代表者）、中村 裕之（金沢大学医

薬保健学域長、認プロ 事業推進責任者）、山田 正仁（金沢大学大学院医薬保健学総合

研究科脳老化・神経病態学（脳神経内科学） 教授、認プロ プロジェクトリーダー）、

宮岸 良彰（金沢大学附属病院神経科精神科 助教、菊知 充 金沢大学大学院医薬保健

学総合研究科精神行動科学 教授：代理）、鈴木 道雄（富山大学大学院医学薬学研究部

神経精神医学 教授）、中辻 裕司（富山大学附属病院脳神経内科 教授）、小坂 浩隆（福

井大学医学部病態制御医学精神医学 教授）、濵野 忠則（福井大学医学部病態制御医学

内科学(２) 准教授）、川﨑 康弘（金沢医科大学精神神経科学 教授）、松井 真（金沢医

科大学神経内科学 教授）、大黒 正志（金沢医科大学高齢医学 教授）、駒井 清暢（国立

病院機構医王病院 院長）、北村 立（石川県立高松病院 院長）、島﨑 正夫（医療法人社

団和敬会谷野呉山病院 診療部長）、坂本 宏（国立病院機構北陸病院 院長）、村田 憲治

（福井県立すこやかシルバー病院 院長）、赤塚 みちる（福井県健康福祉部長寿福祉課、

福井県健康福祉部土屋 秀樹副部長：代理）、松岡 理（公益社団法人富山県医師会 理事）、 

【欠席】：森本 茂人（金沢医科大学病院認知症センター センター長）、葛野 洋一（医

療法人社団弘仁会魚津緑ヶ丘病院 名誉院長）、菊地 修一（石川県健康福祉部 次長）、

木内 哲平（富山県厚生部 理事）、青木 達之（公益社団法人石川県医師会 理事）、伊部 

晃裕（一般社団法人福井県医師会 理事） 

＜事 務 局＞ 

 進藤 桂子（金沢大学医薬保健研究域医学系 特任助教）、村田 靖（金沢大学医薬保健

系 事務部長）、上谷 順彦（金沢大学医薬保健系事務部 学生課長）、尾上 早知子（北陸

認プロ運営事務局）、加藤 美和子（北陸認プロ運営事務局）、高橋 華代子（富山大学医

薬系事務部医薬系学務課）、武藤 香子（福井大学総務部松岡キャンパス運営管理課 総

務担当主査）、石野 道香（金沢医科大学学事部教学課 大学院医学研究科担当） 

１．運営協議会委員の出席確認と紹介 

  事務局から開会に先立ち、出席委員の確認と紹介があった。 

２．開会の挨拶 

山田正仁委員長から開会の挨拶があった。 

３．挨拶 

山崎光悦委員（事業推進代表者）から挨拶があった。 

４．資料の確認 

事務局から議事に先立ち、配付資料の確認があった。 

５．議事 

（１）令和２年度事業実施報告

山田正仁委員長から、スライド及び資料１に基づき、①事業推進計画の策定及び

推進、②教務関係の活動、③「課題解決型高度医療人材養成推進委員会」による事

後評価と評価結果、④令和元年度アドバイザリーボードの評価結果及び令和元年
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度運営協議会での意見に対する対応について、それぞれ説明があった。 

（２）アドバイザリーボードによる令和２年度の外部評価の紹介

山田正仁委員長から、資料２に基づき、各アドバイザリーボード委員による評価

結果における主な意見等について、報告があった。 

（３）令和３年度事業計画（案）について

山田正仁委員長から、資料３に基づき、次年度も新規事業が獲得できなければ、

今年度同様に各大学の必要最小限の活動を自己資金により事業を継続する旨と、

会議及びデメンシアカンファレンス等の開催形式をテレビ会議システムから Web
会議システムへ変更し、Web 上でのセミナーを開催していきたい旨の説明があっ

た。 

（４）その他

山田正仁委員長が令和３年度３月末で定年により金沢大学を退任する旨と、退

任後は後任教授が決まるまで、実務を円滑に行うため、濵口毅准教授が委員長代理

を務める旨説明があった。 

各委員にその他意見等を求めたところ、以下のとおり質疑応答があった。 

【北村立 委員】 

コロナ禍で病院ごとや地区により診療やケアの対応が異なり苦慮している。感染症と

共存する新しい時代に、認知症に携わる者がどうかかわっていくのか考えるべきだと思

う。 

【山田正仁 委員長】 

 認知症学会の調査でも、認知症診療も介護もうまくいかず、認知症が悪化するような

要因が積み重なっている状況であることが明らかになっている。次年度にこの問題につ

いて Web セミナーなどで取り上げさせていただけたらと思う。

【松岡理 委員】 

医師会ではかかりつけ医の先生方を対象に、認知症対応力向上研修会を毎年職務でや

らなければいけないが、資料が古い、あるいは内容が乏しいなどの意見があり毎年開催

に苦慮している。 

認プロはたくさんの e-learning 教材等を作っているので、国が進めている認知症対

応力向上の資料に寄与していただけると心強いと思う。 

【山田正仁 委員長】 

有機的に連携して地域の役に立てれば良いと思うので、意見やアイデアなどがあれば

ぜひまた聞かせてほしい。 

５．閉会の挨拶 

山田正仁委員長から、出席委員に対し謝辞と閉会の挨拶があった。 

以上 
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北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）は、真の認知症プロフェショナル医の育成
を目指して活動しています。

『認知症メディカルスタッフe-learning講座』は、認知症診療や対策に関わる医師・歯科医師以外
のすべての職種の方々（看護師・保健師・リハビリ関係・薬剤師・栄養士・ソーシャルワーカー・研
究者など）を対象とした無料の講座です。

この講座は、インターネットを利用した講座のため、お時間があるときに全国どこの地域からで
も受講が可能です。講座は、講義ビデオ及び確認テストで構成されています。

裏面のe-learning講義科目一覧表のように４０コマの講義科目を用意しています。個人での受講を
希望される方をはじめ、施設での教育活動にご利用していただくことも可能です。

受 講 を ご 希 望 の 方 は 、 随 時 受 付 を し て お り ま す の で 、 北 陸 認 プ ロ 運 営 事 務 局 (e-mail:
ninpro@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお気軽にご連絡ください。

※医師・歯科医師の方は、教育コース（本科コース、インテンシブコース等）を履修していただき
ます。認知症メディカルスタッフe-learning講座は、医師・歯科医師以外の方を対象としています。

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）

【お問い合わせ】北陸認プロ運営事務局（金沢大学）
〒920-8640 金沢市宝町13番1号
TEL：076-265-2149 FAX：076-234-4208
e-mail：ninpro@adm.kanazawa-u.ac.jp
URL: http://ninpro.jp/

＜認知症基礎 第１回認知症の概要と疫学/
担当：金沢大学大学院 脳老化・神経病態学（脳神経内科学） 教授 山田 正仁先生＞

カンファレンス等にも無料でご参加いただけます！

【デメンシアカンファレンス】
毎月１回Web会議システムを
利用し症例検討を行う

e-learning講座の講義例
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e-learning講義科目一覧表

令和２年度 デメンシアカンファレンス及びデメンシアセミナー 開催実績

1回 認知症の概要と疫学 山田 正仁 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

2回 認知症の病理学 坂井 健二 金沢大学附属病院 脳神経内科

3回 認知症の分子遺伝学 濵口 毅 金沢大学附属病院 脳神経内科

4回 認知症の神経化学（神経伝達物質）・神経免疫学 岩佐 和夫 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

5回 認知症の蛋白化学 小野 賢二郎 昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門

6回 アミロイドーシスの分子機構 内木 宏延 福井大学医学部 分子病理学

1回 認知症の中核症状とBPSD 上原 隆 金沢医科大学 精神神経科学

2回 老年期の精神障害と認知症 川﨑 康弘 金沢医科大学 精神神経科学

3回 老年期の気分障害と認知症 北村 立 石川県立高松病院 神経内科

4回 老年期の不安障害、睡眠障害、せん妄と認知症 田中 悠二 埼玉県立精神医療センター

5回 軽度認知障害 池田 篤平 石川県立中央病院 神経内科

6回 認知症高齢者に合併しやすい身体症状とその対応 大黒 正志 金沢医科大学 高齢医学

1回 認知症診療に必要な神経心理検査 東間 正人 医療法人社団青樹会 青和病院

2回 認知症の画像検査1 （CT，MRI，MIBG，DAT imaging) 吉田 光宏 独立行政法人国立病院機構 北陸病院

3回 認知症の画像検査2（脳血流SPECT, FDG-PET, アミロイドPET) 松成 一朗 埼玉医科大学病院 核医学診療科

4回 認知症の血液・脳脊髄液検査 篠原 もえ子 金沢大学大学院 認知症先制医学講座

5回 認知症の神経生理検査－脳波－ 東間 正人 医療法人社団青樹会 青和病院

6回 認知症診断のすすめ方 池田 篤平 石川県立中央病院 神経内科

1回 認知症の治療総論（薬物，ケア，リハビリ，終末期医療をふくむ） 森本 茂人 金沢医科大学病院認知症センター

2回 高齢者の薬物動態 森本 茂人 金沢医科大学病院認知症センター

3回 抗認知症薬 濱野 忠則 福井大学医学部 病態制御医学内科学（2）

4回 BPSDの治療 橋本 隆紀 金沢大学大学院 精神行動科学

5回 生活習慣と認知症予防 篠原 もえ子 金沢大学大学院 認知症先制医学講座

1回 認知症のケアとリハビリの基本・原則 木戸 幹雄 富山大学附属病院 神経精神科

2回 認知症ケアの実践 島崎 正夫 医療法人社団和敬会 谷野呉山病院

3回 認知症リハビリの実践 横川 正美 金沢大学保健学系理学療法科学

4回 社会環境・資源1（認知症に関わる制度・政策） 北村 立 石川県立 高松病院

5回 社会環境・資源2（生活支援と地域連携） 北村 立 石川県立 高松病院

6回 認知症の人への配慮、法・倫理 北村 立 石川県立 高松病院

1回 アルツハイマー病 山田 正仁 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

2回 レビー小体型認知症 吉田 光宏 独立行政法人国立病院機構 北陸病院

3回 前頭側頭葉変性症 鈴木 道雄 富山大学大学院 医学薬学研究部神経精神医学講座

4回 進行性核上性麻痺／大脳皮質基底核変性症 坂井　健二 金沢大学附属病院 脳神経内科

5回 嗜銀顆粒性認知症／神経線維変化型老年期認知症 山田 正仁 金沢大学大学院　脳老化・神経病態学

1回 血管性認知症 高嶋 修太郎 JCHO 高岡ふしき病院

2回 正常圧水頭症，慢性硬膜下血腫，頭部外傷 富岳 亮 金沢医科大学 氷見市民病院 脳神経内科

3回 代謝性疾患，炎症性疾患，その他 林 浩嗣 新田塚学園福井医療短期大学　リハビリテーション学科

4回 プリオン病 濵口 毅 金沢大学附属病院 脳神経内科

5回 認知症と鑑別すべき精神疾患 高橋 努 富山大学大学院 医学薬学研究部神経精神医学講座

6回 若年性認知症 濱野 忠則 福井大学医学部 病態制御医学内科学（2）
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科目 回 テーマ 授　　業
担当者名 授業担当者所属

3

4

5

6

1

2

7

回 開催日 担当大学等 症例

第１回セミナー 5/26（火） 金沢大学 認知症予防を考える-エビデンス確立のために
第62回 6/9（火） 富山大学 筋萎縮性側索硬化症に認知症を合併した１例

第2回セミナー 7/21（水） 福井大学 認知症とタウ蛋白
第63回 8/3（月） 金沢医科大学 比較的急激に易怒性、攻撃性を呈し血管性の前頭型認知症が鑑別として疑われた症例
第64回 9/15（火） 金沢大学 亜急性に記憶障害が進行した抗LGI-1抗体陽性辺縁系脳炎の
第65回 10/20（火） 富山大学 アルコール離脱に伴い意識障害を呈し、巧緻運動障害と構音障害が残存した一例
第66回 11/24（火） 福井大学 臨床症状と画像検査で乖離した所見であった認知症の高齢者女性
第67回 12/16（水） 金沢医科大学 治療同意に難渋した一例
第68回 1/26(火） 金沢大学 混合性結合組織病（MCTD）の経過中、末梢神経障害と認知機能障害を認め、MRIで脳梁膨大部が異常信号を呈した１例
第69回 2/9 (火） 富山大学 亜急性に進行した認知症で、MRIにて両側海馬に異常信号を呈した一例
第70回 3/10 (水） 福井大学 原発性進行性失語の1例（1つの目安としての分類）
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金沢大学大学院医薬保健学総合研究科

富山大学大学院医学薬学 教育部

福 井 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科

金沢医科大学大学院医学 研究 科

金沢大学 富山大学 福井大学 金沢医科大学

北 陸 認 知 症 プ ロ フェッ シ ョ ナ ル 医 養 成 プ ラ ン（認 プ ロ）

教育コース履修者募集要項

令和３年度
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養成する人材

認知症に関して高度な知識や技能を有し、地域における認知症診療・認知症対策のリーダーとなる
認知症プロフェッショナル医師を養成する。

地域フィールドにおける認知症疫
学・包括支援・先制医療（予防）の
習得

先先端端的的なな認認知知症症診診療療技技術術  
（（研研究究開開発発をを含含むむ））のの習習得得

地域における認知症診療、認知症の
行動心理症状（BPSD）診療技術、
認知症の臨床病理等の習得

大学拠点間のネットワークを活用した
地域医療機関・研究施設・自治体との連携による特色のあるプログラムの設置

認知症チーム医療リーダー養成コース（本科コース）（大学院生が対象、全大学に設置するメインプログラム）

地域認知症専門医師研修コース（インテンシブ）（地域医療機関に勤務する医師が対象、全大学に設置）

認知症・神経難病の臨床病理研修コース（スペシャル）

地域フィールド認知症早期発見・予防・ケア研修コース（スペシャル）

認知症スーパープロフェッショナル養成のための卒前・卒後一貫教育コース（スーパーコース）

1.

2.

3.

4.

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン

連携

連携 連携

北陸医科系4大学拠点ネットワーク

石川県七尾市（中島市民センター・
金沢大学中島研究拠点）

国立病院機構  医王病院
石川県立高松病院
国立病院機構   北陸病院
谷野呉山病院
魚津緑ヶ丘病院
福井県立すこやかシルバー病院

5.
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e-learning 

50%
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金沢大学大学院医薬保健学総合研究科

富山大学大学院医学薬学 教育部

福 井 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科

金沢医科大学大学院医学 研究 科

金沢大学 富山大学 福井大学 金沢医科大学

平成28年度

教育コース履修者募集要項

文部科学省・課題解決型高度医療人材養成プログラム（医師養成プログラム）

北 陸 認 知 症 プ ロフェッ ショナ ル 医 養 成 プ ラン（認 プ ロ）

医学研究科担当）
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【金沢大学】

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）運営事務局

〒920-8640 石川県金沢市宝町１３番１号 金沢大学医薬保健学域医学類B棟２階

e-mail ninpro@adm.kanazawa-u.ac.jp

【富山大学】

医薬系学務課大学院教務チーム

〒930-0194 富山県富山市杉谷２６３０番地

e-mail mpin@adm.u-toyama.ac.jp

【福井大学】

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）福井事務局

〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡下合月２３番３号

e-mail n-pro@ml.u-fukui.ac.jp

【金沢医科大学】

金沢医科大学教学課（大学院医学研究科担当）

〒9２0-0293 石川県河北郡内灘町大学１丁目１番地

e-maiｌ d-gakuin@kanazawa-med.ac.jp

各大学連絡先

北陸認知症プロフェショナル医養成プラン（認プロ）

⑤認知症スーパープロフェッショナル養成のための卒前・卒後一貫教育コース（スーパーコース）
（卒前卒後一貫教育により高度な研究力を有する認知症スーパープロフェッショナル医の養成）
募集大学【金沢大学】

④地域フィールド認知症早期発見・予防・ケア研修コース（スペシャル）
（地域フィールド研修などの特色ある領域の短期研修）
募集大学【金沢大学】

③認知症・神経難病の臨床病理研修コース（スペシャル）
（認知症・神経難病の臨床・病理研修）
募集大学【金沢大学】

②地域認知症専門医師研修コース（インテンシブ）
（地域医療機関を活動拠点とする医師の認知症専門研修）
募集大学【金沢大学】【富山大学】【福井大学】【金沢医科大学】

①認知症チーム医療リーダー養成コース（本科コース）
（高度の知識・技能を有する認知症チーム医療リーダー医師の養成）
募集大学【金沢大学】【富山大学】【福井大学】【金沢医科大学】

令和３年度

履修案内

＜教育コース＞ ６
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インターネットを利用し、Ｗｅｂ上で講義
を視聴する。時間があるときに、全国の
どこの地域からも受講が可能であり、何
度でも視聴できる。講義科目は確認テ
ストを除き７科目40コマを提供している。

私は本来糖尿病専門医です。長年診療していて、かつては血糖自
己測定、インスリン自己注射をこなしていた患者達が、そのうち認
知症のため出来なくなっていく様を沢山目の当たりにしてきました。
とても全員を認知症専門医に依頼することはできません。専門性が
高い認知症診療ですが、少しは自分で行おうと思いました。

デメンシアカンファレンスでは沢山の貴重な症例をCPCのような
手法で見せて頂きました。一方e-learningでは系統的に知識を学び
整理できるようになっています。

私のように非専門医でありながら認知症診療を目指す方達にとて
も良いシステムと思います。

私は金沢大学の神経内科専門医コースを選択し、スーパーコース
を履修しております。

私が認プロを受講した理由としては、神経内科医を目指すにあ
たって学習のモチベーションを保ち、講義では触れる機会が少ない
診断に難渋する認知症の症例提示を拝聴することができるからです。

症例提示ではこれまで知らなかった病態や病名、近年同定された
遺伝子などを知り、認知症という分野の奥深さを感じました。また、
コースを履修することで神経内科の先生方とも仲良くなることがで
き、疑問点などがあれば先生方が気さくに答えてくれるので学生の
方はとても勉強になると思います。

私が認プロを受講した理由は、日々の認知症の診療に生かすためで
す。認知症症状を主とする疾患は多くありますが、その中には、嗜銀
顆粒性認知症や神経原線維型認知症など神経病理学的研究により見い
だされてきた疾患が多く含まれています。また、認知症の臨床症状は
非常に多彩であり、臨床診断と最終的な病理診断が異なるということ
もあります。

認プロでは、急性期の病院と慢性期の病院が連携して、デメンシア
カンファレンスを開催しており、そこでは臨床経過とともに病理診断
が提示されます。実際に、診療した患者さんが慢性期病院に移ってか
らどのような経過を辿ったのか、病理診断はどうだったのかを経時的
に学ぶことで、日々の認知症の診療の精度が向上していくと考えます。
このような、発症から病理診断までを経時的に学べる場として認プロ
は非常に優れており、普段から認知症の診療に関わっている先生方に
は是非お勧めしたいと思います。

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）は、超高齢社会を背景に認知症の分野で
特に高度な知識・技術を有する医師が求められていることから、ハイレベルの認知症専門医師の
育成を目的として設置されたプログラムです。北陸の医科系４大学（金沢大学、富山大学、福井
大学、金沢医科大学）が地域医療機関、研究機関、自治体等と連携して実施しています。
教育コースには、認知症チーム医療のリーダーとして活躍できる認知症専門医を養成する「認知

症チーム医療リーダー養成コース」（本科コース）を中心に、５つのコースを設置しています。（裏表
紙を参照してください）。令和３年３月末日現在、１０５名が認プロ教育コースを履修しています。
医師以外で認知症に関わる職種（看護師、保健師、薬剤師、栄養士、ソーシャルワーカー、リハ

ビリスタッフ、研究者、製薬関係など）の方に対しては、「認知症メディカルスタッフe-learning講座」
を提供しており、令和３年2月末日現在、２,１８６人が受講しています。Web上で視聴することができ
るため、全国どこの地域からでも好きな時間に受講することが可能です。
認プロでは認知症症例の検討を行うデメンシアカンファレンスを毎月行っております。これらは

Web会議システムで運用されており、全国どこからでも参加が可能です。

認プロの紹介

デメンシアカンファレンス

e-learning講義

認プロ履修者の声

e-learning講義の
ビデオ講義

金沢大学
スーパーコース
谷口 優 さん

金沢大学
スペシャルコース
赤木 明生 先生

富山大学
インテンシブコース
石橋 修 先生

金沢大学
本科コース
山口 浩輝 先生

認プロで特にお勧め出来る点は、デメンシアカンファレンス、FD講演
会、e-learningです。デメンシアカンファレンスでは４つの大学と６
つの病院をテレビ会議の装置で繋ぎ、リアルタイムで症例検討会（デ
メンシアカンファレンス）を行うことが出来ます。自科では経験しな
いような症例も多く、勉強になる点が多いです。FD講演会では、認知
症における各分野のプロフェッショナルを外部からお招きして、先ほ
どと同じくテレビ会議の装置で繋ぎ、講演を聞くことが出来ます。基
礎的なことから実践的なこと、将来の展望なども学ぶことが出来るの
で、モチベーションが上がります。e-learningでは、認知症疾患の基
礎と臨床を専門医の解説付きで詳しく学べます。動画で何度も視聴で
きますし、最後に試験も付いていますので、日々の臨床に出る前に基
礎的な知識を身に付けるために最適だと思います。

10施設（4大学と連携6病院）を
Web会議システムで結び、月に一
度診断や治療に難渋した症例検
討を行う。
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インターネットを利用し、Ｗｅｂ上で講義
を視聴する。時間があるときに、全国の
どこの地域からも受講が可能であり、何
度でも視聴できる。講義科目は確認テ
ストを除き７科目40コマを提供している。

私は本来糖尿病専門医です。長年診療していて、かつては血糖自
己測定、インスリン自己注射をこなしていた患者達が、そのうち認
知症のため出来なくなっていく様を沢山目の当たりにしてきました。
とても全員を認知症専門医に依頼することはできません。専門性が
高い認知症診療ですが、少しは自分で行おうと思いました。

デメンシアカンファレンスでは沢山の貴重な症例をCPCのような
手法で見せて頂きました。一方e-learningでは系統的に知識を学び
整理できるようになっています。

私のように非専門医でありながら認知症診療を目指す方達にとて
も良いシステムと思います。

私は金沢大学の神経内科専門医コースを選択し、スーパーコース
を履修しております。

私が認プロを受講した理由としては、神経内科医を目指すにあ
たって学習のモチベーションを保ち、講義では触れる機会が少ない
診断に難渋する認知症の症例提示を拝聴することができるからです。

症例提示ではこれまで知らなかった病態や病名、近年同定された
遺伝子などを知り、認知症という分野の奥深さを感じました。また、
コースを履修することで神経内科の先生方とも仲良くなることがで
き、疑問点などがあれば先生方が気さくに答えてくれるので学生の
方はとても勉強になると思います。

私が認プロを受講した理由は、日々の認知症の診療に生かすためで
す。認知症症状を主とする疾患は多くありますが、その中には、嗜銀
顆粒性認知症や神経原線維型認知症など神経病理学的研究により見い
だされてきた疾患が多く含まれています。また、認知症の臨床症状は
非常に多彩であり、臨床診断と最終的な病理診断が異なるということ
もあります。

認プロでは、急性期の病院と慢性期の病院が連携して、デメンシア
カンファレンスを開催しており、そこでは臨床経過とともに病理診断
が提示されます。実際に、診療した患者さんが慢性期病院に移ってか
らどのような経過を辿ったのか、病理診断はどうだったのかを経時的
に学ぶことで、日々の認知症の診療の精度が向上していくと考えます。
このような、発症から病理診断までを経時的に学べる場として認プロ
は非常に優れており、普段から認知症の診療に関わっている先生方に
は是非お勧めしたいと思います。

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）は、超高齢社会を背景に認知症の分野で
特に高度な知識・技術を有する医師が求められていることから、ハイレベルの認知症専門医師の
育成を目的として設置されたプログラムです。北陸の医科系４大学（金沢大学、富山大学、福井
大学、金沢医科大学）が地域医療機関、研究機関、自治体等と連携して実施しています。
教育コースには、認知症チーム医療のリーダーとして活躍できる認知症専門医を養成する「認知

症チーム医療リーダー養成コース」（本科コース）を中心に、５つのコースを設置しています。（裏表
紙を参照してください）。令和３年３月末日現在、１０５名が認プロ教育コースを履修しています。
医師以外で認知症に関わる職種（看護師、保健師、薬剤師、栄養士、ソーシャルワーカー、リハ

ビリスタッフ、研究者、製薬関係など）の方に対しては、「認知症メディカルスタッフe-learning講座」
を提供しており、令和３年2月末日現在、２,１８６人が受講しています。Web上で視聴することができ
るため、全国どこの地域からでも好きな時間に受講することが可能です。
認プロでは認知症症例の検討を行うデメンシアカンファレンスを毎月行っております。これらは

Web会議システムで運用されており、全国どこからでも参加が可能です。

認プロの紹介

デメンシアカンファレンス

e-learning講義

認プロ履修者の声

e-learning講義の
ビデオ講義

金沢大学
スーパーコース
谷口 優 さん

金沢大学
スペシャルコース
赤木 明生 先生

富山大学
インテンシブコース
石橋 修 先生

金沢大学
本科コース
山口 浩輝 先生

認プロで特にお勧め出来る点は、デメンシアカンファレンス、FD講演
会、e-learningです。デメンシアカンファレンスでは４つの大学と６
つの病院をテレビ会議の装置で繋ぎ、リアルタイムで症例検討会（デ
メンシアカンファレンス）を行うことが出来ます。自科では経験しな
いような症例も多く、勉強になる点が多いです。FD講演会では、認知
症における各分野のプロフェッショナルを外部からお招きして、先ほ
どと同じくテレビ会議の装置で繋ぎ、講演を聞くことが出来ます。基
礎的なことから実践的なこと、将来の展望なども学ぶことが出来るの
で、モチベーションが上がります。e-learningでは、認知症疾患の基
礎と臨床を専門医の解説付きで詳しく学べます。動画で何度も視聴で
きますし、最後に試験も付いていますので、日々の臨床に出る前に基
礎的な知識を身に付けるために最適だと思います。

10施設（4大学と連携6病院）を
Web会議システムで結び、月に一
度診断や治療に難渋した症例検
討を行う。
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【金沢大学】

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）運営事務局

〒920-8640 石川県金沢市宝町１３番１号 金沢大学医薬保健学域医学類B棟２階

e-mail ninpro@adm.kanazawa-u.ac.jp

【富山大学】

医薬系学務課大学院教務チーム

〒930-0194 富山県富山市杉谷２６３０番地

e-mail mpin@adm.u-toyama.ac.jp

【福井大学】

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）福井事務局

〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡下合月２３番３号

e-mail n-pro@ml.u-fukui.ac.jp

【金沢医科大学】

金沢医科大学教学課（大学院医学研究科担当）

〒9２0-0293 石川県河北郡内灘町大学１丁目１番地

e-maiｌ d-gakuin@kanazawa-med.ac.jp

各大学連絡先

北陸認知症プロフェショナル医養成プラン（認プロ）

⑤認知症スーパープロフェッショナル養成のための卒前・卒後一貫教育コース（スーパーコース）
（卒前卒後一貫教育により高度な研究力を有する認知症スーパープロフェッショナル医の養成）
募集大学【金沢大学】

④地域フィールド認知症早期発見・予防・ケア研修コース（スペシャル）
（地域フィールド研修などの特色ある領域の短期研修）
募集大学【金沢大学】

③認知症・神経難病の臨床病理研修コース（スペシャル）
（認知症・神経難病の臨床・病理研修）
募集大学【金沢大学】

②地域認知症専門医師研修コース（インテンシブ）
（地域医療機関を活動拠点とする医師の認知症専門研修）
募集大学【金沢大学】【富山大学】【福井大学】【金沢医科大学】

①認知症チーム医療リーダー養成コース（本科コース）
（高度の知識・技能を有する認知症チーム医療リーダー医師の養成）
募集大学【金沢大学】【富山大学】【福井大学】【金沢医科大学】

令和３年度

履修案内

＜教育コース＞
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北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ）は、真の認知症プロフェッショナル医の育成を目指し

て活動しています。

『地域認知症専門医師研修（インテンシブ）コース』は、認知症診療に関心のある医師、歯科医師の先生方

を対象とした教育コースです。

このコースでは、インターネットを利用した『e-learning講義』 （７科目４０コマの講義科目を裏面に掲載）や、

Web会議システムを用いて北陸３県の拠点大学及び関連医療機関を結び、毎月１回症例検討を行う『デメン

シアカンファレンス』 など、認知症診療のスキルアップに役立つカリキュラムを用意しています。

【お問い合わせ】北陸認プロ運営事務局（金沢大学）
〒920-8640 金沢市宝町13番1号
TEL：076-265-2149 FAX：076-234-4208
e-mail：ninpro@adm.kanazawa-u.ac.jp
URL: http://ninpro.jp/

1）

2）

「地域認知症専門医師研修（インテンシブ）コース」の履修をご希望の方へ
＜履修について＞
・履修申請書にご記入のうえ、卒業証明書を添えて、申請をご希望の大学の事務担当までご郵送ください。
・履修申請書は、認プロHPの募集要項のバナーから所定様式をダウンロードまたは当事務局までお問い合わせください。
＜単位取得について＞
・『e-learning講義』の視聴、確認テストの受験と『デメンシアカンファレンス』 の参加の組み合わせで単位取得が可能です。
＜修了要件について＞
・各地域の連携地域医療機関での、認知症診療を必須とします。
・認知症プロフェッショナル科目４単位以上の取得が必要です。
＜受講料について＞ ＜定員や応募年齢について＞ ＜履修期間について＞
・無料です。 ・特に制限はありません。 ・1年間（延長可）となります。

※詳細は、認プロ教育コース履修案内＜http://ninpro.jp/top-info/2389＞をご参照ください。

『１．認知症基礎』 第１回 認知症の概要と疫学
担当：金沢大学大学院

脳老化・神経病態学（脳神経内科学）
教授 山田正仁先生

2） デメンシアカンファレンス1） e-learning講義の視聴と確認テスト

※令和２年度の開催実績は裏面に記載

Web会議の様子

詳細は、認プロHPまたは
募集要項をご覧ください
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e-learning講義科目一覧表

令和２年度 デメンシアカンファレンス及びデメンシアセミナー 開催実績

1回 認知症の概要と疫学 山田 正仁 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

2回 認知症の病理学 坂井 健二 金沢大学附属病院 脳神経内科

3回 認知症の分子遺伝学 濵口 毅 金沢大学附属病院 脳神経内科

4回 認知症の神経化学（神経伝達物質）・神経免疫学 岩佐 和夫 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

5回 認知症の蛋白化学 小野 賢二郎 昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門

6回 アミロイドーシスの分子機構 内木 宏延 福井大学医学部 分子病理学

1回 認知症の中核症状とBPSD 上原 隆 金沢医科大学 精神神経科学

2回 老年期の精神障害と認知症 川﨑 康弘 金沢医科大学 精神神経科学

3回 老年期の気分障害と認知症 北村 立 石川県立高松病院 神経内科

4回 老年期の不安障害、睡眠障害、せん妄と認知症 田中 悠二 埼玉県立精神医療センター

5回 軽度認知障害 池田 篤平 石川県立中央病院 神経内科

6回 認知症高齢者に合併しやすい身体症状とその対応 大黒 正志 金沢医科大学 高齢医学

1回 認知症診療に必要な神経心理検査 東間 正人 医療法人社団青樹会 青和病院

2回 認知症の画像検査1 （CT，MRI，MIBG，DAT imaging) 吉田 光宏 独立行政法人国立病院機構 北陸病院

3回 認知症の画像検査2（脳血流SPECT, FDG-PET, アミロイドPET) 松成 一朗 埼玉医科大学病院 核医学診療科

4回 認知症の血液・脳脊髄液検査 篠原 もえ子 金沢大学大学院 認知症先制医学講座

5回 認知症の神経生理検査－脳波－ 東間 正人 医療法人社団青樹会 青和病院

6回 認知症診断のすすめ方 池田 篤平 石川県立中央病院 神経内科

1回 認知症の治療総論（薬物，ケア，リハビリ，終末期医療をふくむ） 森本 茂人 金沢医科大学病院認知症センター

2回 高齢者の薬物動態 森本 茂人 金沢医科大学病院認知症センター

3回 抗認知症薬 濱野 忠則 福井大学医学部 病態制御医学内科学（2）

4回 BPSDの治療 橋本 隆紀 金沢大学大学院 精神行動科学

5回 生活習慣と認知症予防 篠原 もえ子 金沢大学大学院 認知症先制医学講座

1回 認知症のケアとリハビリの基本・原則 木戸 幹雄 富山大学附属病院 神経精神科

2回 認知症ケアの実践 島崎 正夫 医療法人社団和敬会 谷野呉山病院

3回 認知症リハビリの実践 横川 正美 金沢大学保健学系理学療法科学

4回 社会環境・資源1（認知症に関わる制度・政策） 北村 立 石川県立 高松病院

5回 社会環境・資源2（生活支援と地域連携） 北村 立 石川県立 高松病院

6回 認知症の人への配慮、法・倫理 北村 立 石川県立 高松病院

1回 アルツハイマー病 山田 正仁 金沢大学大学院 脳老化・神経病態学

2回 レビー小体型認知症 吉田 光宏 独立行政法人国立病院機構 北陸病院

3回 前頭側頭葉変性症 鈴木 道雄 富山大学大学院 医学薬学研究部神経精神医学講座

4回 進行性核上性麻痺／大脳皮質基底核変性症 坂井　健二 金沢大学附属病院 脳神経内科

5回 嗜銀顆粒性認知症／神経線維変化型老年期認知症 山田 正仁 金沢大学大学院　脳老化・神経病態学

1回 血管性認知症 高嶋 修太郎 JCHO 高岡ふしき病院

2回 正常圧水頭症，慢性硬膜下血腫，頭部外傷 富岳 亮 金沢医科大学 氷見市民病院 脳神経内科

3回 代謝性疾患，炎症性疾患，その他 林 浩嗣 新田塚学園福井医療短期大学　リハビリテーション学科

4回 プリオン病 濵口 毅 金沢大学附属病院 脳神経内科

5回 認知症と鑑別すべき精神疾患 高橋 努 富山大学大学院 医学薬学研究部神経精神医学講座

6回 若年性認知症 濱野 忠則 福井大学医学部 病態制御医学内科学（2）

科目 回 テーマ 授　　業
担当者名 授業担当者所属

　
認
知
症
各
論
Ⅱ

 
認
知
症
基
礎

 
認
知
症
症
候
学

認
知
症
検
査
・

　
診
断
学

 
認
知
症
治
療
・

　
予
防
学

認
知
症
ケ
ア
・

　
リ
ハ
ビ
リ
・
地
域

支
援
・
倫
理

 
認
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Ⅰ

3

4

5

6

1

2

7

回 開催日 担当大学等 症例

第１回セミナー 5/26（火） 金沢大学 認知症予防を考える-エビデンス確立のために
第62回 6/9（火） 富山大学 筋萎縮性側索硬化症に認知症を合併した１例

第2回セミナー 7/21（水） 福井大学 認知症とタウ蛋白
第63回 8/3（月） 金沢医科大学 比較的急激に易怒性、攻撃性を呈し血管性の前頭型認知症が鑑別として疑われた症例
第64回 9/15（火） 金沢大学 亜急性に記憶障害が進行した抗LGI-1抗体陽性辺縁系脳炎の
第65回 10/20（火） 富山大学 アルコール離脱に伴い意識障害を呈し、巧緻運動障害と構音障害が残存した一例
第66回 11/24（火） 福井大学 臨床症状と画像検査で乖離した所見であった認知症の高齢者女性
第67回 12/16（水） 金沢医科大学 治療同意に難渋した一例
第68回 1/26(火） 金沢大学 混合性結合組織病（MCTD）の経過中、末梢神経障害と認知機能障害を認め、MRIで脳梁膨大部が異常信号を呈した１例
第69回 2/9 (火） 富山大学 亜急性に進行した認知症で、MRIにて両側海馬に異常信号を呈した一例
第70回 3/10 (水） 福井大学 原発性進行性失語の1例（1つの目安としての分類）
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北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ） 

 

令和２年度 事業実施成果報告書 

令和３（２０２１）年３月 
編集・発行 

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プロ） 

北陸認プロ運営事務局 

〒920-8640 石川県金沢市宝町１３番１号 

金沢大学医薬保健学域 医学類Ｂ棟 

TEL:076-265-2149 FAX:076-234-4208 

E-mail:ninpro@adm.kanazawa-u.ac.jp 

http://ninpro.jp/ 
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